
能動態

受け身

主語Ａ ＋ 一般動詞 ＋ 目的語Ｂ . ＡはＢを～する。

主語Ｂ ＋ be動詞 過去分詞 ＋ by 目的語Ａ. ＢはＡによって

～される(された)

①②③

主 格

主 格

目的格

～によって

He him
She her
I me

You you
We us
They them

①by them, by people など漠然と人
を指す語句は省略されることが

場所や時を表す語句は文末に置く。②

例１

He loves her.

She is loved by him.

①②③

彼女は 彼によって 愛されている。

現在形

過去形

過去分詞形

She
is

was
loves
現在形

Be動詞の決め方

They

The room

①②③

その部屋は 彼らによって よく使われた。

room
is

was
used
過去形

often used the room.

was often used by them.

Ken

These letters

①②③

これらの手紙は ケンによって 昨日 書かれた。

letters
are

were
wrote
過去形

wrote

were written

these letters yeaterday.

by Ken.

単数形

単数形

複数形

yeaterday.

受け身の作り方中３文法ＮＯ２

～される・された

過去形

過去形

過去形

過去形

現在形

現在形

She her He him

a b
love

loved

loved

①

②

例２

③ They them

③

Be動詞の決め方

現在形

過去形

過去分詞形

write

wrote

written

a b

②

例３

名詞

名詞

a b

Be動詞の決め方
②

ポイント

目的格

主格 目的格 主格 目的格

主格 目的格 主格 目的格

主格 目的格

受け身

ポイント：often, usually, sometimes, alwaysはBe動詞の後に置く。

代名詞の格の変化

ある！

現在形

過去形

過去分詞形

use

used

used


